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水辺に普通に群生する、一年草で

秋の訪れと伴に金平糖のような花

が際立ってくる… 別名の牛の額

は葉の形による。 

『ミゾソバ』 

平成２３年１１月３日 

太宰府市観世音寺沿い 

大塚俊樹 

ｋｕｍａが今行ってる仕事の一つとして、竜岩自然の家のガイドブック

を造っている。竜岩自然の家とは、宝満山の東側の山麓にある自然観察の基

地である。宝満山は自然観察が出来る山として、地元の住民を始め福岡地区

の人達や福岡県民、北部九州の人達に親しまれている山である。年間の登山

者は数十万人に達しており、九州で一番登山者が多い山でもある。登山者の

中には５千回以上登った人が３人おられ、三千回以上も数十人おられる。登

山ルートとしては、殆どの人が大宰府側にある竃門神社からスタートされて

いる。しかし、自然観察を兼ねて登山しようと思えば、東側斜面・筑紫野市

御笠地区を流れている宝満川の上流部から登った方が、素晴らしい自然と触

れ合うことが出来る。 

宝満山は、古代から信仰の山として祭られている山である。水田耕作が

始まったのは、現在の福岡市南部にある板付遺跡での発掘調査から、縄文時代

後期３８００年前頃であるであることが判っている。日本での水田耕作の始ま

りの頃である。この時代から、現在の福岡南部から筑紫野付近に掛けて、次第

に住民が増えてきている。この地域では各地に古代の遺跡＝地域住民の生活の

跡があることが判っている。この古代の住民達を守っていたのが、宝満山に住

む神様であった。古代～近世の人達は御笠山と呼んでいた。「御笠」という名

前の始まりは弥生時代から古墳時代に掛けてのことであると推定されている。

「御笠」の名の起こりに関しては、次回に呟こうと思っている。 

竜岩自然の家は、事務所の横に「竜岩」と呼ばれる巨大な花崗岩の岩が

有り、以前は此所に「竜岩小学校」が在った。この小学校には宝満川の最上流

にある３つの集落、柚須原・本道寺・香園の子供たちが通学していた。しかし、現在は宝

満川中流部の上部にある「吉木小学校」に併合されており、筑紫野市が自然の家に造り替

えた。ｋｕｍａは今、竜岩自然の家ガイドブックの編集作業を行っている。宝満山が古代

から現代まで人々に愛されている山であることから、自然の歴史も含めて、東山麓の案内

を行うためである。 

yumi 

◆お知らせ◆ 都市公園で自然観察会６ 
☆日時：１１月２０日（日） 集合：１４時００分 ～ 解散：１６時００分 

☆開催場所 ： 春日公園の旧公園管理センター〔自然かんさつ館〕                
            春日公園の植物や昆虫や動物などをゆっくりと観察します。 

連絡先 ： 田村 耕作 TEL０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕 

E メール kurabird-.tamura@nifty.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

↑【写真】公園内の池で見かけました。 
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自自然然感感  
１９６ 

季節感 

＃６７
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日本野鳥の会 福岡  主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

福岡植物友の会 主催           日本野鳥の会 筑後  主催    ※参加費：100 円（中学生以下無料）         

         

 

 

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 久留米の自然を守る会 主催 

 

                                               

 

 

 

 

 

                                         

  

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催                                   
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１２／１１（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

１２／１０（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

１２／６（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：090-7390-3561（小野仁） 

１１／２６（土）１２／２４（土）

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

１１／２０（日）１２／１８（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

 

時 間：9:00～12：00 

場 所：筑後川左岸・ 

大城橋下グラウンド 

問合せ：0942－38－8519（溝田泰博）

１１／２６（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子）

１１／２６（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～13:00 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本廣子） 

１１／２０（日） 

鎮西湖・筑後川・小瀬川 

（久留米市） 

 

１２／４（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

１２／４（日）第３９４回例会  

高良山キノコ観察会とキノコ汁会 

 

高良山をキノコの観察をしながら、 

四季の森を通り、森林公園へいきます。 

時 間：10：00～15:30 

集 合：高良内幼稚園駐車場  

会 費：300 円 

定 員：20 名 要事前申し込み 

持ち物：筆記用具、水筒、帽子 

共 催：久留米市農政部生産流通課 

問合せ：0942-46-8622（古賀） 

 

１２／３（土） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など）

集 合：九州歴史資料館駐車場  

時 間：9:30～12:30  

問合せ：092－920-3072（松永） 

 

１１／２７（日） 

和白干潟まつり 

時 間：11:00～15:15 

会 場：和白干潟・海の広場 

バードウオッチング・ネイチャーゲ

ーム・コンサート・バザーなど 

参加費：大人のみ 200 円（保険料込）

その後の予定は 1 月 7 日 

ブログは 三国丘陵 検索 ですぐ

にヒットします。 

 

１１／２０（日） 

背振山系（福岡佐賀県境） 

タカノツメ・ツルリンドウ 

要予約 参加有料 

092－575－3131 （北野星二） 



◇◇ご案内◇◇ ２０１１九州自然協議会 福岡 ◇◇ 

農業を通して、地域づくりや安全な食べ物などについて、いろいろと体験したいと思っています。 

◆日時 １２月１０日（土）１３時 ～ １１日（日）１４時 

◆日程（予定） 

  １０日１３時  黒木町の四季菜館（下記の住所を参照）に集合、開会と自己紹介。 

          その後、ゆっくりと四季菜館の周辺を見学します。 

     １８時  夕食・学習会・交流会 この時間帯が中心になると思います。  

  １１日７時起床 朝の散歩・朝食 

          福岡の伝統的なお正月の注連縄作りを体験する 

     ※昼食を挟んで、１４時頃解散予定。 

 

◆宿泊 ： 四季菜館  ※男女別に雑魚寝です。寝具は有りますので持参する必要なし。 

◆参加費 ： ６，０００円  ※１泊３食（１０日夕食・１１日朝食と昼食）と注連縄作り材料代を含む。 

尚、夕食には合鴨農法で活躍したカモのお肉を加えてもらいます！ 

◆持参品：洗面具・防寒着・自分流の観察道具・夕食後の交流会用差し入れ（任意）など 

 

◆募集人数 ： ３０名程度 

◆申込み方法：名前・性別・年齢・住所・電話番号（携帯もしくは固定電話）・電子便のアドレスを明記の上、下記申

込先にご連絡ください。 

なお、遅れて参加、夜だけ参加などの方は、その予定をお知らせください。 

※申込みの締め切り ： 原則として１１月３０日、若干の変更可能 

 

◆申込み ナイス福岡事務局 田村耕作 ／ 電子便のアドレス：kurabird-.tamura@nifty.com 

住所 〒８１４－０１４４ 福岡市城南区梅林２－１０－２３，ハイツ中村４０１ 

   （有）クラバード内 ナイス福岡事務局  

電話 携帯：０９０－８２２０－６１６０ ／ 固定電話(ＦＡＸ兼用)：０９２－４００－１７６５ 

 

【会場インフォメーション】農林業体験交流施設「四季菜館」の場所 
館長：椿原まり子 ／ 百姓：椿原 寿之 

※所在地  〒834-1222 福岡県八女市黒木町笠原 641 ／ TEL：0943-42-2722 FAX：0943-42-3800 

四季菜館へのアクセス（ホ－ムページより転載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【車の場合】広川 IC、八女 IC から 17 キロ、車で 30 分。 

※黒木町までの行き方（黒木町役場 HP） ⇒ http://www.city.yame.fukuoka.jp/ 

【公共交通機関利用の場合】ＪＲ鹿児島本線「羽犬塚駅」下車（博多から 50 分、910 円） ⇒ 堀川バス「黒木・矢部方面」に乗

り換えて黒木営業所下車（約 50 分、運賃 750 円）※黒木営業所からは送迎有り。（約 5分 無料） 

 堀川バス HP ⇒ http://www.horikawabus.co.jp/ ※時刻表は、羽矢線（羽犬塚・矢部線）をクリック。 
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☆報告☆ 福岡市環境フェスティバル２０１１に参加しました ☆ 

私たちの課題は、今年も「自然と遊ぼう、自然に学ぼう」でした。 

開催日は１０／２２と１０／２３の２日間です。 

協力者は、２日間で福田治、大塚俊樹、山本弘子、松永紀代子、鶴田義明、徳永紀男、辛島真由美、重松尚紀、小野

仁、山本勝、瓜生顕一郎、中岡康二、田村耕作の１３名でした。 

私たちのお店を訪れた人は、２２日が２１５名、２３日が４３５名で合計６５０名でした。 

街の中での自然観察会は、２日間で１０名でした。   （報告：田字草） 

 

～・～ 福岡市環境フェスティバル２０１１写真館 ～・～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↓ バッタに夢中！↓                ↓ 無事に二日間の日程を終えました。↓ 
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§§ご案内§ 第９５回 九千部山観察会 §§ 

～晩秋のキノコ（クリタケ、ヒラタケ等）を探しましょう！～ 

・日時 ： 平成２３年１１月２７日（日） 

・コース ： 九千部山頂⇔石谷山山頂往復 

      石谷山山頂にて昼食 

      九千部展望所にて同定 

・集合 ①ＪＲ博多南駅前  ８：４０（博多駅８：１９発➡博多南８：２９着あり） 

    ②九千部山頂駐車場  ９：３０ 

・解散 九千部山頂 １５：００の予定 

・担当 ： 吉國正郎・山崎美知男 

・連絡先 ：吉國 正郎 ／ 福岡市南区老司４－２４－１５ 

昼の連絡先 ： ＴＥＬ／ＦＡＸ ０９２－５７１－６０００(会社） 

夜の連絡先 ： ＴＥＬ ０９２－５６５－２６６４（自宅） 

携 帯 ０９０－８２２３－６２７２ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆１１月の夜空の輝き☆ 

ウェザーニューズからの情報です。 
・１９日２時～夜明け前：東の空で約一等星の明るさの火星と月が接近します。火星のすぐ側には、しし座の一等星

レグルスも輝いています。 

・中旬頃の２３時頃：北の夜空では、Ｗ字型した５つの星のカシオペア座があり、その隣には大きく広がるアンドロ

メダ座があります。この星座の腰の辺りには輝く星のミラクがあり、北方向に続く２つの星を

たどると２００万光年以上離れたアンドロメダ銀河があります。 

南の夜空にはオレンジ色に輝くおうし座のアルテバラン（太陽の約４０倍の大きさ）があり、

アルテバランの少し右上にはプレアデス星団のすばるがあります。目が悪い方は１～３個、普

通の方は５～７個、目が良い方は１０個ぐらい、双眼鏡では６０～７０個ぐらい。 

・流星（明るい火の玉クラスの流星が見えるかも？） 

しし座流星群：１１月５日～２５日頃 ／ ベストは１７日夜から１８日早朝 ／ 東の空、しし座の頭付近、一等星

のレグルスを目安にして下さい。 

おうし座流星群：１０月中旬から１１月下旬 ／ ベストは南群で１１月上旬（４日頃）、北群で１１月中旬（１３

日頃）／ 東の空に１８時～２４時頃には天頂近くに昇ります。 ／ 一時間あたり数個～１０個

ぐらい。 

（大牟田市の中岡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    10/16 天拝山麓で見かけた、サツマニシキ。 
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春日公園自然観察日記／第５回２０１１年１０月１６日（日） 

 今日は洪水調整区域の小さな側溝で水辺の生きものを観察することにしました。案内は小野事務局長でした。 

参加者は、私も含めて９名でした。 

 自然かんさつ館から開始、いつものコースをゆっくりと散策しつつ、幅およそ３０～４０㎝の側溝に網を 

入れました。参加した皆さんの一言感想をまとめました。 

・ こんな側溝に生きものがいる事に感動でした。 

・ こんな場所でメダカを見ることができ、嬉しかった。 

・ 小さな小さなアメリカザリガニを観察して感動。 

・ ムギツクが印象的。 

・ 観察した生きもの、クロメダカ・アメリカザリガニ・シオカラトンボのヤゴ・サカマキガイ・ 

スクミリンゴガイ〔ジャンボタニシ〕・マブナ・タイワンシジミ・ムギツク・ハヤの仲間 

毎月歩いているのに、新たな発見に感動が有りました。 

やっぱり自然観察は 一期一会ですね。  報告 田村耕作 

観察会の様子です。撮影は田字草です。 
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旧暦の 

歳時記 

平成２３年晩秋 

平成２３年（２０１１年）の、旧暦の秋は７月３１日から１０月２６日まで。  

そのうち、９月２７日から１０月２６日までが旧暦の長月（９月）で、 

「晩秋」にあたります。   今月は、私のデジカメ日誌から、 

晩秋に出会った「季節感」をいくつかご紹介します。 

写真と文：本のむし 

昔から親しんだ言葉に「実るほど頭（こうべ）を垂

れる稲穂かな」というのがある。５、７、５になって

いるが、この言葉は俳句ではなく諺である。した

がって作者は不明。 

９月２８日（旧９月２日）筑紫野市杉塚 

オンブバッタが交尾をしている。大きいほうがメス。

小さいのがオスである。冬になる前にメスは地中に

卵を生む。そして一生を終える。ばったは子供たち

の恰好の遊び相手である。そして先生でもある。 

１０月１５日（旧９月１９日））筑紫野市天拝坂 

いずれも、福岡市天神の市役所を掠めるように渡

って行ったハチクマとヒヨドリ。一期一会。その瞬間

に出会えたことが無性に嬉しいのである。 

９月２８日（旧９月２日）福岡市中央区天神 

１０月２３日（旧９月２７日）福岡市中央区天神 

ミゾソバはタデ科の野草で、水湿地に普通。

特に水田近くには多いので、イヌタデなどとと

もに農村風景には欠かせない野草だと思う。 

１０月１２日（旧９月１６日） 大野城市まどかパ

ク

今回の季語は、 

「秋の田」「秋風」「こおろぎ」「みぞそば」「ばった」

「ホトトギス（草）」「鳥渡る」でした。 

エンマコオロギのメスの顔である。丸い目の上に眉

に見える線がある。オスはコロコロコロリリリーとき

れいな声で鳴く。昔は食べ物にした頃もあったと

か。   １０月１日（旧９月５日）小郡市三沢 
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鳥のホトトギスの胸模様に見立てたユリ科の花で

ある。花言葉は「秘めたる意思」だそうだ。 

１０月１６日（旧９月２０日） 筑紫野市天拝坂   
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《前回（１９５号）の解答》 

これは、ツユクサの仮おしべでした。青い花の中心に、この写真の上から X

型、Y 型をした花びらのようなものがあり、よく見ると 

くびれた部分に花粉のようなものがついています。 

これが仮おしべだそうです。 

そして一番下に O 型をした本物のおしべがあります。 

くわしくは、次の URL でお確かめください。 

http://www.juno.dti.ne.jp/~skknari/tuyu-kusa-kari-osibe.htm 

10月の定例発送会は、山本勝・大塚俊樹・

永松愛子・田中健二・冷川昌彦・鶴田義明・辛島真由美・

田村耕作が参加。秋の季節を感じさせてくれるジョウビ

タキを見かけました。東区のみとま浜公園で１０／２０

に、能古島では１０／３０に８羽数え 

ました。いずれも海辺でした。海から 

やってくるのでしょうか。 

田字草 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000 円 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄せ

下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。 

皆さん情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、１２月９日（金）午後６時より事務局で行います。１２月号の原稿は、１２／５（月）までに

届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 
他団体の会報の紹介 

・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第１２６号 １１．１０．０１ 

・福岡植物友の会会報 平成２３年１２月号 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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←これは何だか分かりますか？ 

小学校の自然観察で、落ち葉の下の土の中から出てきた、いきものです。 

これは何だかわかりますか？ 

編集後記 


